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本研 究は頭 頚部腫 療に対 して 放射線治療 を受 けた 患者で最も頻度 の 高 い 訴 え

の 1 つ で ある放射線性 味覚障害に 関 して ､ 分割照射後の 味覚障害の 発生 時期 ･

経過 と ､ 味覚障害の 程度と の 関係 を明ら か に し
､ さらに ､ 味膏組織 の 放射線障

害と して
､ 細胞 周期 の 停 止 や ア ポ ト

ー

シ ス が どの よ うに 関与す る か をラ ッ ト舌

で 観察 し
､ 照射に よ る味覚消失 の機序を解明す る こ と を試み た も の で あり

､
下

記 の 結果 を得 て い る ｡

1 . ヒ トに お い て
､

4 基本 味質に うま味 を加 えた 5 種類 全て の 味覚で ､ 分割

照射 開始後 5 週 目 (総線量約 4 5 G y 時 点) に味覚感度 平均値 が 有意に低 下

し ､ 照射開始後 5 週目と比 較 し 1 1 週 目 に は有意に 回復す る こ と が示 され

た ｡

2 . こ の 変 化 パ タ ー ン は 化 学療法併用 の 有無 に は 影響 され な い こ とが 示 さ

れ た ｡

3 ･ ラ ッ ト舌 - の 1 5 G y 単回照射後 ､
H - E 染色 で 見 ると

､ 形態的に は ､ 照射

後 6 日目 で味膏は周 囲の 上皮 組織と ともに 消失 し､ 照射後 1 3 日目 ごろ よ
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り幼若 な味曹組織が 再出現 し､ 1 8 1 2 3 日 目 に は形態 的 に は ほ ぼ回復す る こ

と が 示 され た｡

4 . B r d U 標識 の 結果 ､ 照射後 1 0 時 間目 に は 上皮 組織 の D N A 合成が停止 し
､

6 - 8 日 目 ごろ か ら D N A 合成 に再開 が み られ る こ と が 示 され た ｡

5 . 照射後 4 時間 目 で
､

基底層の 細胞 に p 2 1 の 発現 を認 め ､
6 日 目以降に 消

失す る こ と が 示 され た ｡

6
. 照射後 の 味膏 の 消失 と 再 出現 の 過 程 で ア ポ ト ー

シ ス の 増減は 見 られ な

い こ とが 示 され た｡

7 . 味膏 の 消失は ､
ア ポ ト

ー

シ ス の 関与 は 大きく なく ､ 味膏 の 消失 と回復 に

は
､ p 2 1 を介す る細胞周期 の 停止 と再 開で説 明で き る 可能性 が 高い と考え

られ た
｡

以 上
､ 本論 文は ､ ヒ トに お い て

､ 舌 が 照射野 に含 まれ る頭 頭部腫癌 に対す る

放射線治療 で は ､ 照射開始後 5 週目 で味覚感度が 最も低下 し ､ 1 1 週目 ( 照射終

了後 4 週 目) に は有意に 回復す る こ とを明 らか に した ｡ さ らに
､

これ と等価な

線量に 関 して の 照射応答を見た
､

ラ ッ ト - の 1 5 G y の X 線単回照射に より ､ 味膏

の 消失は
､
ア ポ ト

ー

シ ス の 関与は 大きく なく ､ 味膏 の 消失 と回復に は
､ p 2 1 を介

す る細胞 周期 の 停止 と 再 開 で 説 明 で き る 可能性 が 高 い こ と を明 らか に した
｡ 本
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研 究は こ れ ま で未 知 に等 しか っ た
､ 放 射線治療 後 の 味覚 障害 の 解明 に重 要な貢

献をなす と考 え られ ､ 学位 の 授 与 に値す る も の と考え られ る｡
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